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として標準的な職分であり、寺子数も文久 3（1863）年において 30 名と、文久年間（1861-

























































































































































































































その後、再び大阪に戻った公は、昭和 29（1954）年、小学校 2 年生の長男毅のために、
大正自由教育に根ざしつつ、数学の体系に則った問題を作成、学校から帰って 30 分間、そ











設立以来、10 数年は苦難の連続であり、生徒数が１万人に達するのに 11 年間を要した。し
かし、その後は徐々に増え、今日では、生徒数が、日本国内で 147 万人、海外で 286 万人、
合計 433 万人を数えるに至っている。平成 23（2011）年 3 月現在で、日本国内の教室数は

























































































































































































































なり、現在 48 の国と地域で 430 万人を超す人たちが「最少時間で最大効果」を挙げる「公
文式」あるいは「KUMON」に取り組んでいる現実をつくり出したと力説している。 
本論文は、以上のように、高く評価すべき独創性を備えているが、博士学位請求論文公開
審査会において論文審査委員により出された質問や問題点の指摘について主なものを記す
ことにする。 
第一に、論者は「寺子屋」という一般的な用語を使っているが、それはもともと上方で 
使われていたにすぎず、江戸ではむしろ「手習塾」を初めとする多様な用語が使用されて
おり、近年、学術的用語としては「手習塾」の方がその歴史的性格をより正確に表してい
るとする説が多くの理解を得ているにもかかわらず、それに言及していないとの批判が出 
された。そのため、本論文の概要及び審査結果の要旨では「寺子屋」と表記している。 
 第二に、「九十九庵」研究がどこまで普遍化できるか、「寺子屋」教育を理想化しすぎ 
てはいないか、最新の「寺子屋」研究をあまり渉猟していないのではないか、さらに、折 
角「九十九庵」に関する一次資料を紹介しているのに、それについて十分な詳しい考察が 
加えられていないのではないかとの厳しい批判も出された。 
第三に、大正自由教育に関してより専門的な文献をも参照すべきではなかったかとの指
摘がなされた。 
第四に、公文式教育について、論者は、元「くもん子ども研究所所長」であった経歴を生
かせば、内部資料をより多く駆使して、もっと突っ込んだ叙述ができたのではないかとの質
16 
 
問も出された。 
以上、論文審査委員により出された本論文に対する主な質問や問題点の指摘を列挙した。
たしかに、本論文には「寺子屋」教育にせよ、大正自由教育にせよ、公文式教育にせよ、個
別の研究自体には多くの不備が見いだされるが、しかし、総合的に見て、「寺子屋」教育・
大正自由教育・公文式教育の連関性・通底性を詳らかにすることによって、日本の今後の学
校教育に対して教育の原点・本質に根ざした有効な改革案を提出したことは十分評価に値
する。よって、本論文は、博士（教育学）の学位(乙種)を授与するにふさわしい論文と認め
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
